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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第24期
第１四半期
連結累計期間

第25期
第１四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自　2018年３月１日
至　2018年５月31日

自　2019年３月１日
至　2019年５月31日

自　2018年３月１日
至　2019年２月28日

売上高 (千円) 1,359,509 1,405,861 5,797,495

経常利益又は経常損失（△） (千円) 33,281 △44,990 184,626

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

(千円) 18,547 △47,614 69,014

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 18,547 △47,614 69,014

純資産額 (千円) 1,202,254 1,145,237 1,233,498

総資産額 (千円) 1,899,534 1,850,008 1,948,404

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は四半期純損失金額
（△）

(円) 9.13 △23.43 33.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 63.29 61.90 63.31
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の業績や雇用・所得環境の改善、設備投資の増加などを

背景に、景気は緩やかな回復基調にあります。一方、世界情勢においては、中国経済および中東の先行き等、引き

続き懸念材料も多く、依然として不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、少子高齢化という人口構造の変化により、新規住宅着工戸数

の減少が予測されており、既存住宅の平均築年数は上昇しております。そのため、住宅の老朽化と共に、水まわり

のトラブルを含む住宅の不具合は増える傾向にあり、当社グループの主力事業であります水まわりの修理等の需要

は底堅く推移しました。また、水まわりを含めたリフォーム市場全体については、政府による「いいものを作っ

て、きちんと手入れして、長く使う」社会に向けた既存住宅流通・リフォーム市場活性化の取り組みにより、リ

フォームによる住宅の長寿命化や資産価値の向上を求めるお客さまの増加による需要の拡大が見込まれておりま

す。

このような環境のもとで、当社グループは、主力事業であります水まわり緊急修理サービス事業では、引き続き

受注拡大や業務提携先との関係強化を図ってまいりました。また、継続的な研修・教育に注力し、サービス品質の

向上に努めてまいりました。ミネラルウォーター事業におきましては、ペットボトル式のナチュラルミネラル

ウォーターの販売、ウォーターディスペンサー充填式ミネラルウォーターの販売を行っており、販売は順調に推移

しました。また、ヘルスケア事業におきましては、健康志向の高まりを背景に水まわり緊急修理サービス事業でつ

ちかった「サービス力」を活かしてパーソナルトレーニングジムを２店舗運営しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,405,861千円（前年同期比3.4％増）となりました。

営業損失は、現場サービススタッフ増員による人件費等の増加、自社広告宣伝費の増加等により44,793千円（前年

同期は33,234千円の営業利益）は、経常損失は44,990千円（前年同期は33,281千円の経常利益）は、親会社株主に

帰属する四半期純損失は47,614千円（前年同期は18,547千円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりまし

た。

 

各事業部門の状況は次のとおりであります。

・水まわり緊急修理サービス事業

業務提携先からの入電が不調に推移し売上が伸び悩みました。一方で、自社広告宣伝費の増加や現場サービス

スタッフ数の増加等により売上原価、販売費及び一般管理費は増加いたしました。

以上の結果、当事業の売上高は1,190,496千円（前年同期比1.8％減）、営業損失は49,963千円（前年同期は

24,657千円の営業利益）となりました。

・ミネラルウォーター事業

ペットボトル式のナチュラルミネラルウォーターの販売、ウォーターディスペンサー充填式ミネラルウォー

ターの販売を行っており、防災用品商社等を納品先とした備蓄用の保存水の販売やホテルを納品先としたプライ

ベートブランド商品の販売が順調に推移しました。

以上の結果、当事業の売上高は201,734千円（前年同期比37.0％増）、営業利益は9,978千円（前年同期比

16.3％増）となりました。

・ヘルスケア事業

健康志向の高まりを背景に水まわり緊急修理サービス事業で培った「サービス力」を活かしてパーソナルト

レーニングジムを２店舗運営しております。

以上の結果、当事業の売上高は13,630千円、営業損失は6,186千円となりました。
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(資産)

当第１四半期連結会計期間末における資産の額は、前連結会計年度末に比べ98,395千円減少し、1,850,008千円と

なりました。これは主に、現金及び預金が161,279千円減少したものの、売掛金が35,658千円増加したことによるも

のであります。

　

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債の額は、前連結会計年度末に比べ10,135千円減少し、704,771千円とな

りました。これは主に、未払法人税等が32,234千円減少したものの、未払金が23,458千円増加したことによるもの

であります。

 
(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産の額は、前連結会計年度末に比べ88,260千円減少し、1,145,237千円

となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上、配当金の支払いにより利益剰余金が減少した

ことによるものであります。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,400,000

計 6,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(2019年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,032,600 2,032,600
東京証券取引所
(マザーズ)

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であります。な
お、単元株式数は100株
であります。

計 2,032,600 2,032,600 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2019年３月１日～
　2019年５月31日

― 2,032,600 ― 280,309 ― 200,309
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が把握できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2019年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,031,800
 

20,318

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は、100株でありま
す。

単元未満株式 普通株式 600
 

― ―

発行済株式総数 2,032,600 ― ―

総株主の議決権 ― 20,318 ―
 

 

② 【自己株式等】

    2019年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アクアライン

広島市中区上八丁堀８番８号 200 ― 200 0.0

計 ― 200 ― 200 0.0
 

 

２ 【役員の状況】
該当事項はありません。　
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年３月１日から2019年

５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年３月１日から2019年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 864,861 703,582

  売掛金 354,961 390,619

  商品及び製品 17,031 16,510

  原材料及び貯蔵品 142,521 123,865

  その他 133,936 158,555

  貸倒引当金 △1,804 △2,169

  流動資産合計 1,511,507 1,390,963

 固定資産   

  有形固定資産 293,164 308,595

  無形固定資産 22,750 35,779

  投資その他の資産   

   その他 132,368 125,965

   貸倒引当金 △11,387 △11,295

   投資その他の資産合計 120,981 114,670

  固定資産合計 436,896 459,044

 資産合計 1,948,404 1,850,008

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 113,102 101,204

  1年内返済予定の長期借入金 46,635 34,653

  未払金 331,198 354,656

  未払法人税等 36,049 3,815

  工事補償引当金 1,934 1,927

  その他 82,376 113,982

  流動負債合計 611,296 610,238

 固定負債   

  長期借入金 33,558 32,146

  その他 70,051 62,386

  固定負債合計 103,609 94,532

 負債合計 714,906 704,771

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 280,309 280,309

  資本剰余金 200,309 200,309

  利益剰余金 753,581 665,320

  自己株式 △702 △702

  株主資本合計 1,233,498 1,145,237

 純資産合計 1,233,498 1,145,237

負債純資産合計 1,948,404 1,850,008
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年３月１日
　至 2018年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年５月31日)

売上高 1,359,509 1,405,861

売上原価 733,622 816,748

売上総利益 625,886 589,113

販売費及び一般管理費 592,652 633,907

営業利益又は営業損失（△） 33,234 △44,793

営業外収益   

 受取利息 93 46

 受取手数料 513 180

 保険差益 105 271

 その他 212 12

 営業外収益合計 924 511

営業外費用   

 支払利息 513 416

 支払補償費 276 204

 リース解約損 ― 14

 その他 88 72

 営業外費用合計 877 708

経常利益又は経常損失（△） 33,281 △44,990

特別利益   

 固定資産売却益 27 17

 特別利益合計 27 17

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

33,309 △44,973

法人税、住民税及び事業税 12,555 502

法人税等調整額 2,205 2,138

法人税等合計 14,761 2,640

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,547 △47,614

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

18,547 △47,614
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年３月１日
　至 2018年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,547 △47,614

四半期包括利益 18,547 △47,614

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 18,547 △47,614
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【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間(自　2018年３月１日　至　2018年５月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　2019

年３月１日　至　2019年５月31日)

水まわりの緊急修理サービスに対する需要は、お盆、年末年始等の帰省がある８月、12月及び１月に拡大する傾

向があります。また、寒波による水道管凍結又は破裂により冬季に需要が高くなることがあります。一方、天候の

安定している春や梅雨の時季は需要が低い傾向にあります。

したがいまして、当社の売上高は、これらの季節的な需要要因のため、下半期の占める割合が高くなっておりま

す。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る減価償却費を含む)は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年３月１日
至　2018年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
至　2019年５月31日)

減価償却費 22,738千円 28,622千円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2018年３月１日　至　2018年５月31日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月30日
定時株主総会

普通株式 40,620 20 2018年２月28日 2018年５月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2019年３月１日　至　2019年５月31日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月30日
定時株主総会

普通株式 40,646 20 2019年２月28日 2019年５月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額水まわり緊急修

理サービス事業
ミネラルウォー
ター事業

ヘルスケア事業

売上高       

  外部顧客への売上高 1,212,284 147,224 ― 1,359,509 ― 1,359,509

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,212,284 147,224 ― 1,359,509 ― 1,359,509

セグメント利益 24,657 8,577 ― 33,234 ― 33,234
 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年５月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
 （注）１

四半期連結損益
計算書計上額水まわり緊急修

理サービス事業
ミネラルウォー
ター事業

ヘルスケア事業

売上高       

  外部顧客への売上高 1,190,496 201,734 13,630 1,405,861 ― 1,405,861

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

450 116 88 655 △655 ―

計 1,190,946 201,850 13,719 1,406,516 △655 1,405,861

セグメント利益又は損
失（△）

△49,963 9,978 △6,186 △46,171 1,377 △44,793
 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去1,377千円が含まれております。
２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年３月１日
至　2018年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
至　2019年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

9.13円 △23.43円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社
株主に帰属する四半期純損失金額（△）(千円)

18,547 △47,614

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額
（△）(千円)

18,547 △47,614

普通株式の期中平均株式数(株) 2,031,031 2,032,331
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年７月11日

株式会社アクアライン

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　原　　晃　　生 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 下　　平　　雅　　和 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アクア

ラインの2019年３月１日から2020年２月29日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年３月１日から2019

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年３月１日から2019年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アクアライン及び連結子会社の2019年５月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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